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環状道路機能の発揮（迂回機能）

○名二環の開通により、新たな迂回ルートが形成され、集中工事中には、交通分
散が図られ、東名阪道の渋滞回数が開通前に比べて約4割減少しました。

○渋滞発生時においては、伊勢湾岸道における分担率が最大約８割となり、
迂回機能が発揮されています。

集中工事時の渋滞回数※

（東名阪道 名古屋西JCT～四日市JCT）

名二環（名古屋西JCT～飛島JCT） その他高速道路 一般国道など
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新たな迂回ルート
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大安IC

東名阪道集中工事時の迂回ルート

（回）

開通前 78回

開通後 43回

工事未実施
期間

工事期間
東名阪道
78％

東名阪道
93％

伊勢湾岸道
7％

■出典 東名阪自動車道（名古屋西JCT～四日市JCT）が起点の渋滞の実績値
開通前 2020.6.1～6.19 開通後 2021.5.24～6.11

※渋滞回数：時速40km/h以下で、1km以上かつ15分以上継続した回数

■出典 ETCログデータ（名二環の名古屋西JCT以北および東名阪道・新名神
の四日市JCT以西を走行する車両を対象に集計）

工事未実施期間：2021.5.10～5.14の平日5日間
工事期間：2021.5.24～5.28の平日5日間

集中工事時の交通量分担率
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伊勢湾岸道経由 東名阪道経由 最大渋滞長(km)

交通量分担率(％) 東名阪道の最大渋滞長(km)

■出典 ETCログデータ（名二環の名古屋西JCT以北及び東名阪道・新名神
の四日市JCT以西を走行する車両を対象に集計）

最大渋滞発生時：2021.5.31（上り）

ピーク時の伊勢湾岸道の
分担率が約８割に増加

最大渋滞発生時の交通量分担率
（5/31 上り（四日市→名古屋方向））

伊勢湾岸道
22％

東名阪道集中工事の
舗装工事状況

渋滞回数が
約4割減少

開通延長 12.2㎞
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